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家
庭
ご
み
有
料
化
関

家
庭
ご
み
有
料
化
関
連連

戸
別
収
集
容
器
の
配
布
は
３
月
末
ま
で

第
４
回
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

会
議
を
公
開
し
ま
す

28年度中学生の｢税についての作文｣
｢税の標語｣の表彰が行われました

　
各
受
賞
作
品
は
、
２
月
６
日

（
月
）
～
８
日
（
水
）
の
期
間
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
展

示
し
ま
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

税
に
つ
い
て
の
作

税
に
つ
い
て
の
作
文文

　
▼
東
久
留
米
市
長
賞　
後
藤

樹
（
南
中
学
校
３
年
）
▼
東
久

留
米
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
沖
山
沙
貴（
西
中
学
校
３
年
）

▼
東
久
留
米
市
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞　
森
島
裕
斗

（
東
中
学
校
３
年
）
▼
東
村
山

税
務
署
長
賞　
長
尾
咲
（
大
門
中

学
校
３
年
）
▼
東
京
都
立
川
都
税

事
務
所
長
賞　
平
藤
ま
な
や
（
久

留
米
中
学
校
３
年
）
▼
多
摩
武
蔵

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞　

白
戸
穂
乃
花
（
南
中
学
校
３
年
）、

新
井
賢
人
（
大
門
中
学
校
３
年
）、

松
山
廉
太
朗（
下
里
中
学
校
３
年
）、

渡
邊
翔
太
（
中
央
中
学
校

３
年
）
▼
一
般
社
団
法
人

東
村
山
青
色
申
告
会
会
長

賞　
久
能
梨
沙
（
西
中
学

校
３
年
）
▼
公
益
社
団
法

人
東
村
山
法
人
会
会
長
賞

　
小
竹
明
子
（
中
央
中
学

校
３
年
）
▼
東
京
税
理
士

会
東
村
山
支
部
支
部
長
賞

　
相
川
か
す
み
（
久
留
米

中
学
校
３
年
）
▼
多
摩
武

蔵
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
感
謝
状　
西
中
学
校

税

の

標

税

の

標

語語

　
▼
東
久
留
米
市
長
賞　
中
村
優

月
（
東
中
学
校
３
年
）
▼
東
久
留

米
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　
三

木
悠
登
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
主
催
し
、
国
税
庁
が
後
援
す
る

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
と
、
東
村
山
間
税
会
が
主
催

す
る
中
学
生
の
「
税
の
標
語
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
は
市
内
７
中
学
校
か
ら
７
９
５
編
の

応
募
が
あ
り
、　

人
が
入
賞
し
、
西
中
学
校
に
感
謝
状
が
授
与
さ

１２

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
税
の
標
語
」に
は
市
内
７
中
学
校
か
ら
１
５

４
７
編
の
応
募
が
あ
り
、　

人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

１１

　
詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係
☎
４
７
０
・
７
７
２
９
へ
。

　
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
フ

ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
）
は
、

市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
拠
点

と
し
て
、　

年
間
に
わ
た
り
現
在

１３

の
場
所
（
本
町
３
ノ
９
ノ
１
ノ
１

０
２
）
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
（
本
町

３
ノ
３
ノ
１
）
２
階
へ
移
転
し
ま

す
（
ご
利
用
は
４
月
３
日
〈
月
〉

か
ら
で
す
）。

　
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
「
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
」、

「
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
」、各
種
講
座
、図
書
の
貸
し
出

し
は
、
移
転
後
も
継
続
し
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
会
議
室
の
貸
し
出

し
は
、
３
月　
日
（
金
）
に
終
了

３１

し
ま
す
。

　
移
転
後
の
利
用
時
間
は
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

　
移
転
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の
整
備

を
段
階
的
に
進
め
、　

年
秋
に
す

２９

べ
て
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
ぜ
ひ
移
転
後
も
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

　
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、
地

域
で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
方
へ
の

相
談
支
援
体
制
の
整
備
や
、
関
係

機
関
と
の
連
携
、
課
題
の
共
有
化

を
行
う
場
と
し
て
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
第
４
期
障
害
福
祉

計
画
の
評
価
を
中
心
に
検
討
し
て

い
ま
す
。
次
回
、
第
４
回
地
域
自

立
支
援
協
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
公
開
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
２
月　
日
（
木
）
午
後

２３

６
時
開
会
（
５
時　
分
開
場
）

４５

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】第
４
期
障
害
福
祉
計
画

の
点
検
・
評
価
な
ど

　
【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
あ
り

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
地
域
支

援
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
７
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
５
・
８
１
８

１
）
へ
。

　
戸
別
収
集
へ
の
移
行
に
伴
い
、

昨
年
９
月
か
ら
戸
建
て
住
宅
に
お

住
ま
い
で
希
望
す
る
世
帯
に
、
戸

別
収
集
容
器
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

製
で
内
容
量
約　
弍
の
ご
み
箱
）

４０

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
現
在
ご
み

対
策
課
で
行
っ
て
い
る
配
布
は
、

３
月　
日
（
金
）
に
終
了
し
ま
す
。

３１
希
望
す
る
世
帯
の
方
は
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
同
容
器
を
配

布
済
み
の
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　
【
受
付
時
間
】３
月　
日（
金
）ま

３１

で
の
平
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時　
分
１５
　
【
会
場
】ご
み
対
策
課（
八
幡
町

２
ノ　
ノ　
）

１０

１０

　
【
対
象
】市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
メ
ゾ
ネ

ッ
ト
の
共
同
住
宅
（
条
件
あ
り
）

に
居
住
の
世
帯

　
【
配
布
個
数
】
１
世
帯
に
１
個

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
３
・
２

１
１
７
へ
。

▼
東
村
山
税
務
署
長
賞　
堀
尾
慎

一
郎
（
中
央
中
学
校
３
年
）
▼
東

久
留
米
市
商
工
会
会
長
賞　
飯
伏

亜
優
美
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）

▼
東
村
山
間
税
会
会
長
賞　
石
川

桃
香
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）
▼

全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選　
大

塚
太
郎
（
西
中
学
校
３
年
）
▼
東

京
国
税
局
間
税
会
連
合
会
入
選　

尾
崎
日
向
姫
（
南
中
学
校
３
年
）

秦
彪
吾
（
下
里
中
学
校
３
年
）
▼

一
般
社
団
法
人
東
村
山
青
色
申
告

会
会
長
賞　
弓
削
瑛
莉
香
（
中
央

中
学
校
３
年
）
▼
公
益
社
団
法
人

東
村
山
法
人
会
会
長
賞　
佐
藤
真

弥 
（
大
門
中
学
校
２
年
）
▼
東
京

税
理
士
会
東
村
山
支
部
支
部
長
賞

　
野
瀬
文
也（
大
門
中
学
校
２
年
）

東
中
学
校
３
年　

中
村
優
月

「
納
税
は　
社
会
の
た
め
の　
助
け
合
い
」

《
東
久
留
米
市
長
賞
》

「税についての作文」で表彰された皆さん

「税の標語」で表彰された皆さん

《
東
久
留
米
市
長
賞
》

　
　
南
中
学
校
３
年　
後
藤
樹

　
僕
は
税
金
に
つ
い
て
消
費
税

が
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
っ
た

頃
に
初
め
て
考
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
頃
僕
に
と
っ

て
知
っ
て
い
た
税
の
種
類
は
一

番
身
近
に
感
じ
た
消
費
税
だ
け

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
改
め

て
調
べ
て
み
る
と
た
く
さ
ん
の

種
類
の
税
が
あ
っ
て
、
大
人
が

時
と
場
合
に
応
じ
て
多
種
類
の

税
を
使
い
分
け
て
い
る
と
知
っ

て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
税
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
増
税
が
来
年
度
か

ら
ま
た
行
わ
れ
る
と
知
っ
て
正

直
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
物
の
値
段
は
上
が

る
の
に
、
自
分
達
の
お
小
遣
い

は
上
が
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
今
回
い
た
だ
い
た

冊
子
や
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
考
え

は
変
わ
り
ま
し
た
。
僕
は
消
費
税

が
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
上
が
る
の
を
嫌
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
世
界
を
見
て
み
る
と

日
本
は
他
の
国
に
比
べ
れ
ば
む
し

ろ
税
率
が
低
い
く
ら
い
で
、
高
い

国
に
も
な
る
と
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
で
衝
撃
を
隠
し
切
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
に
高
い
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
詳
し
く

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
社
会

保
障
が
と
て
も
手
厚
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。
医
療
、
教
育
な
ど
の
無

償
化
や
治
安
の
良
さ
な
ど
日
本
の

目
指
す
べ
き
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
て
も
高
い
税
率
な
の
に
国
別
の

幸
せ
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る
と

上
位
に
か
な
り
の
国
が
位
置
し
て

い
て
感
動
し
ま
し
た
。
税
率
が
高

い
な
り
の
保
障
が
あ
る
か
ら
こ
そ

国
民
が
幸
せ
だ
と
感
じ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ
て
日

本
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
税
は
仕

方
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
増

税
を
す
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
社
会
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
僕
達

の
よ
う
な
未
成
年
者
、
そ
し
て
働

く
世
代
な
ど
に
も
っ
と
視
点
を
向

け
て
ほ
し
い
で
す
。
今
回
の
増
税

の
二
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
全
て
高
齢

者
の
方
々
の
目
的
に
使
っ
て
ほ
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
日
本
は

少
子
高
齢
化
と
い
う
深
刻
な
問
題

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

へ
の
年
金
の
負
担
は
働
く
世
代
に

と
っ
て
重
く
な
る
一
方
で
す
。
こ

の
ま
ま
少
子
化
が
続
く
と
、
僕
ら

中
学
生
が
高
齢
者
に
な
る
頃
に
は

推
計
で
六
十
五
歳
以
上
一
人
に
対

し
て
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
は

一
・
二
人
以
下
と
い
う
人
口
の
比

率
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

の
負
担
を
補
う
た
め
に
、
社
会
保

障
給
付
費
と
し
て
年
金
に
多
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
社
会
保
障
の
中
に
年

金
を
入
れ
る
の
は
や
め
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り

も
先
に
ま
ず
は
子
育
て
世
代
へ

向
け
て
子
ど
も
を
産
み
や
す
い

環
境
を
創
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
を
育
て
る

に
は
か
な
り
の
お
金
や
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
へ
の
配
慮
、

保
障
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

か
ら
こ
そ
今
の
世
の
中
、
少
子

化
が
進
む
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
税
で
年
金
を
何
と
か
す
る

こ
と
も
い
ず
れ
無
理
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
後
の
納

税
者
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
だ

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
時
間
は

か
か
っ
て
も
日
本
の
良
い
未
来

の
た
め
に
は
、
未
来
を
見
据
え

た
政
策
に
な
る
こ
と
が
重
要
視

さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
偏

っ
た
政
策
で
は
な
く
、
世
代
に

応
じ
た
政
策
を
と
る
こ
と
が
ベ

ス
ト
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・
東
村
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

２
面

・
高
額
医
療・介
護
合
算
療
養
費
の
申
請
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す 
３
面

・「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の
休
日
加
入
受
け
付
け
を
行
い
ま
す 

５
面

・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か 
６
面

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
が

市
役
所
２
階
に
移
転
し
ま
す

４
月
か
ら


